
令和７年度 第３回恵庭市社会福祉審議会 

高齢者福祉・介護保険専門部会 会議録 
 

１．開催日時 令和８年２月２４日（火） 午後３時００分～午後３時２０分 
 
２．開催場所 恵庭市民活動センター（えにあす） ２階 会議室 
 
３．出 席 者 

【出席委員】亀石委員（部会長）、野口委員、齊藤委員、木下委員、米山委員、 
本間委員（計６名） 

【欠席委員】４名 
【傍 聴 者】１名 
【報道関係】０名 
【事 務 局】保健福祉部長、保健福祉部次長、介護福祉課長、 

介護福祉課 高齢者相談・介護認定担当主査、介護保険担当主査、 
生きがい対策担当主査、指導担当主査・スタッフ（２） （計９名） 

 
４．内 容 
 

（１） 開会 
（２） 部会長の選任  ※亀石委員を部会長に選任 
（３） 議事 

 
  ＜報告事項＞ 

１．地域密着型サービス事業者等の新規指定等について 
２．指定介護予防支援の一部委託について 
３．通所型サービス A の法改正に伴う弾力化への対応について 
４．単位老人クラブ運営費補助金の見直しについて 

 
 （４）詳細 
   ＜報 告＞ 

   １．地域密着型サービス事業者等の新規指定等について 
 全体で、指定更新が 4 件、休止が 4 件、廃止が 2 件となっている。廃止となっ

たうち 1 件は地域密着型サービスから広域型サービスへの切り替えによる廃止、

もう 1 件は運営法人の変更（吸収合併）による廃止であり、こちらは改めて新規指

定を予定している。 



２．指定介護予防支援の一部委託について 
 みなみ地域包括支援センターで委託先 1 件が追加。中島・恵み野地域包括支援

センターで 1 件追加、1 件終了となっている。 
  

    ３．通所型サービス A の法改正に伴う弾力化への対応について 
国の法令改正に合わせて、恵庭市の規則を改正する。市内では実際に対応が必

要な状況にないが、将来的な需要に備えて、法令上の整備を行う。 
 
    ４．単位老人クラブ運営費補助金の見直しについて 

地域における高齢者の支え合いや地域を豊かにする社会活動において、中心的

な役割を担っている老人クラブ連合会加入クラブの組織率を高めるため、運営費

補助金の見直しを行う。 
 
【部会長】只今、事務局より説明のあった、報告について質問・意見等はあるか。 

 
【委 員】報告 1 で、介護予防支援が廃止となった「きた地域包括支援センター」だが、法

人の変更によるとの説明だが、新法人では、4 月 1 日から改めて指定され、事業

内容はこれまでと同じものであるとの認識でよいか。また、同事業所で勤務する

職員も変更はないか。 
【事務局】ご認識のとおり。新法人となった後も事業内容は同じものが継続される。また現

時点では職員の変更もないと認識している。 
 
（４）その他 
【事務局】＜伊東保健福祉部長＞ 
     本日の会議で、本年度最後の開催となりますので、これまでのお礼も兼ねまして、

一言ご挨拶を申し上げます。 
委員の皆様には、今年度 1 年間、本専門部会へご参加いただくとともに、それぞ

れの立場から貴重なご意見、ご指摘をいただきまして、大変ありがとうございま

した。 
今後は、ご議論、ご承認をいただきました各事業等につきまして、計画に基づき

ながら、より実効性のあるものにして進めていくことを、私たちの責務と考えて

おります。 
委員の皆様におかれましては、今後とも、市の高齢者福祉行政に対しましてのご

理解、ご協力を重ねてお願い申し上げまして、簡単でございますけれども、事務

局を代表いたしましてのお礼のご挨拶とさせていただきます。 
今年度 1 年間、ありがとうございました。 

 
（５）閉会 


